
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  損害賠償金の取扱い 

Ｑ：当社は、電気製品の小売業です。先日

従業員が配達中に交通事故を起こし、相手方

に対し損害を与えました。この件で、当社は

相手方に対し、100万円の損害賠償金を支払い

ましたが、この支出は税務上どのような取扱

いになるのでしょうか？  

 

Ａ：交通事故発生の原因となった行為が、

①貴社の業務の遂行に関連するものかどうか

②故意又は重過失に基づくものかどうか 

により取扱いが異なります。 

【解説】 

 会社の役員や従業員が行った行為によって

他人に損害を与えた場合に会社が支出する損

害賠償金は、次のように取扱うこととされて

います。 

①その行為が会社の業務の遂行に関連するも

のであり、かつ、故意又は重過失に基づか

ないものである場合 

給与以外の損金の額に算入します。 

②その行為が会社の業務の遂行に関連するも

のであるが故意又は重過失に基づくもので

ある場合又は会社の業務の遂行に関連しな

いものである場合 

その役員又は従業員に対する債権（立替金

等）となります。 

 ご質問の場合、貴社の従業員の行為は配達

中の交通事故であり、業務の遂行に関連する

と認められますので、故意又は重過失が無け

れば、給与以外の損金の額に算入することが

できます。 

Ｒ Ｅ Ｄ Ａ Ｓ   Ａ
リ ー ダ ァ ス ク ラ ブ

 

１９９４年 １月 ６日 創 刊 ・毎 日 発 行  

リ ー ダ ァ ス ク ラ ブ Ｆ Ａ Ｘ ニ ュ ー ス  

（２００４年）平成１６年  火曜日  月３  １ 日  ６

発行所 株式会社 
大阪市中央区平野町３－１－１０  
編集発行人：税理士 三輪 厚二  

Tel  ：06-6209-7678

Fax ：06-6209-8145ＦＰシミュレション― 

第 

 

２ ４ ９ ９  

 

号 


